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開設の⽬的・概要　等

近年、本邦は未曾有の超⾼齢社会に突⼊しており、このような状況において、加齢がリスクであるパーキンソン病の発症率が増加すると予測されている。現在対症療法のみである
現状を考えると、パーキンソン病の病態解明は喫緊の課題と⾔える。1961年にL-ドパの有効性が⽰されて以来、ドパミン作動薬、抗コリン剤、MAO-B阻害剤、COMT阻害剤、
ゾニサミド、アデノシンA2a受容体拮抗剤など多くの薬剤が開発されてきた。L-ドパ以外は、レスポンダー率は60％前後であり、このように⾼率なレスポンダー率を⽰さない理由の1
つが疾患の多様性である。この疾患不均⼀性を解明すべく本研究では、下記について、前向き・後向きの研究開発を⾏う。
①可能な限り前向きに2,000例以上を、⼀定期間フォローして、後ろ向きだけでは取得できない臨床症状などの情報を加えたデータベースの構築する
②将来的に、パーキンソン病患者における⾎液バイオマーカー・画像マーカーを⾒出し、治療反応性の有無を解析することで、疾患予測モデルの作成とプレシジョンメディスンを確⽴
する


